
那覇・本土へ

沖縄本島・渡名喜島へ

将来フレーム
稼ぐ力のある島へ
－産業フレーム－
稼ぐ力のある島へ
－産業フレーム－

● 本町では、今後も少子高齢化・人口減少の進行が
予想されます。

● 人口減少を受け入れつつも、各産業の維持・活性
化を図り、人口減少の抑制につなげていく必要
があります。

● 進学や就職で島を離れた子どもたちが、将来「戻
りたい」と思える島づくりと、雇用の創出が重要
です。

● 若い世代のUターンや移住を促し、島の産業を支
える好循環を生み出すことで、久米島らしく暮
らし続けられる社会を目指します。

久米島らしく暮らせる社会へ　－人口ビジョン－久米島らしく暮らせる社会へ　－人口ビジョン－

● 離島では雇用の確保が人口の維持・増
加に直結するため、産業振興を重要
施策として位置づけます。

● 久米島で豊かに暮らしていくために、
人口減少に伴う就業者数の減少を受
け入れつつも、島の産業の活性化、
一人当たりの総生産額の増加を狙い、
適切な産業振興策を講じます。

住民アンケートを実施し、皆様からいただいたご意見を反映して策定しました。ここでは、住民アンケートの結果の一部を
抜粋してご紹介します。

住民の声でつくる計画

産業フレームから導いた就業者数を踏まえ、
2035 年（令和17 年） の将来人口を6,500 人に設定します。
長期人口ビジョンについては、総合計画の見直し時に適宜検証し、
当面は5,000 人を下回らないことを長期的な展望とします。

国立社会保障・人口問題研究所推計値人口推計（目標）国勢調査実績値

R52R47R42R37R32R27R22R17R12R7R2H27

7,192
6,952

6,747
6,564

6,377
6,164

6,013
5,902 5,844

2035 年（令和 17 年）

人口目標 6,500人

長期ビジョン（50年後）

5,000人以上をキープ

5,798

5,487

4,000

5,000

6,000

7,000

　　　8,000

農業 水産業 製造業 飲食・宿泊業
（観光関連業）

就業者数

目標（R17） 目標（R17） 目標（R17） 目標（R17）

就業者数 就業者数 就業者数
現状 (R2)   634 人 現状 (R2)   200 人 現状 (R2)   255 人 現状 (R2)   283 人

５００人 ２１０人 ２４０人 ３５０人
総生産額 総生産額 総生産額 総生産額

目標（R17） 目標（R17） 目標（R17） 目標（R17）

現状 (R2)  10 億円 現状 (R2)  5 億円 現状 (R2)  11 億円 現状 (R2)  6 億円※

現状 (R2)   170 万円 現状 (R2)   250 万円 現状 (R2)   440 万円 現状 (R2)   200 万円

１４億円 ８億円 ３０億円 １３億円

１人当たり総生産額

２８０万円
１人当たり総生産額

３８０万円
１人当たり総生産額

１２５０万円
１人当たり総生産額

３７０万円
１人当たり総生産額

１人当たり総生産額 １人当たり総生産額 １人当たり総生産額

久米島町全体

（現状）
3,445 人

目標
3,160 人

（現状）
201 億円

目標
２４４億円

（現状）
600 万円

目標
７６０万円

就業者数 総生産額 1人当たり総生産額

NO...

島に愛着・誇りを
感じていますか？

84％

YES!!

16％

YES：感じている・どちらか
と言えば感じている

NO：感じていない・どちらか
と言えば感じていない

無回答

「島でのくらし」に関する満足度

やりたい仕事を見つけやすい
公共交通機関で、自由に移動ができる

産前産後を安心して過ごせる
楽しい時間を過ごせる娯楽施設がある
適切な収入を得るための機会がある

生活でデジタルサービスを利用しやすい
行政サービスのデジタル化が進んでいる

医療機関が充実している
介護・福祉施設のサービスが受けやすい
公共施設は使い勝手がよく便利である
役場は地域のことを真剣に考えている

子育て支援・補助が手厚い
環境への取組みが盛んである
防災対策がしっかりしている

適度な費用で住居を確保できる
日常の買い物にまったく不便がない
教育環境（小中高校）が整っている
飲食を楽しめる場所が充実している

文化財や地域資源は保存・活用されている
自然が大切に守られている
心地よく歩ける場所がある

子どもたちがいきいきと暮らせる
防犯対策が整っており、治安がよい

伝統文化や地域行事は大切にされ、活発である
自慢できるまちなみ景観がある

心地のいい居場所がある
空気や水は澄んでいてきれいだと感じる

20% 0% 40% 60% 80% 100% 
満足＋やや満足 不満＋やや不満 無回答

8 割以上の方が久米島への愛着や誇りを感じ
ていることがわかりました！さらに「今後も
住み続けたい」という方も 7割を超えていま
す。豊かな自然や温かい人のつながりが、こ
の深い愛着に繋がっているのですね。一方で、
若い世代ほど定住への意向が下がるという課
題も見えました。皆様のこの愛着を未来へ繋
ぎ、誰もがずっと住み続けたいと思える魅力
的な島づくりを進めていきます！

8 割以上の人が島に愛着を持ち、
これからもずっと住み続けたいと
感じています。

久米島に住み続けたい
と思いますか？

76％

YES!!

22％

NO...

無回答

YES：そう思う・どちらか
と言えば思う

NO：思わない・どちらか
と言えば思わない

　将来の島の姿を描いた「島づくり構想図」です。久米島の土地利用や道路・交通、
地域拠点や公共施設の在り方等、優先的なまちづくりの方向性を示した方針図です。島づくり構想図

・ イーフビーチ通り：飲食店・宿泊施設等の立地誘導を図り、
島民や観光客が賑わい楽しめるリゾート空間の形成を推進

・ 奥武島：環境保全と観光振興の両立、レクリエーション空
間としての環境整備を推進

観光拠点

・ 買い物・飲食・医療等の生活サービス機能を誘導する

・ 近隣集落と公共交通などで結び、生活利便性を高
める

地域拠点

・ 海洋深層水事業の振興や他分野への展開など、さら
なる利活用を図る

海洋深層水事業振興拠点

中心拠点

・ 公共機能を始め、教育、医療・福祉、防災等、公益機能を検討

・ 各地域・拠点と公共交通等でネットワークさせ、利便性の高いコ
ンパクトなまちづくりを推進

・ 港湾・空港周辺の美化や景観形成を促進
・ 観光客を迎える賑わい空間を形成
・ 適切な維持管理を促進

物流・交流拠点

集落拠点（字公民館）

・ 字公民館を「集落拠点」とし、地域住民のコミュニティや活動拠点として施設更新支援・機能強化・充実

文化活動拠点（学校施設）

・ 学校施設は、教育施設として維持管理しつつ、文化活動拠点として地域行事やレクリエーション、防災訓練等に活用
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